








































































む

ら

お

き

た

く

さ

ん

p

雨
乞
の
一
耕
一
腐
を
さ
せ
た
。
長
安
の
巴
ヰ
ア
張
魯
客
を
棄
主
に
請
も
っ
て
毎
夕
斎
戒
の
行
に
入
っ
た
。
未
だ
七
日
経
た
な
い
内
に
需
が
浩

治
し
た
。
」
と
あ
る
。
こ
の
新
雨
霊
験
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
藤
善
氏
も
次
の
よ
う
に
-
記
し
て
い
る
。
「
垂
扶
一
冗
年
に
つ
づ
き
、
こ
の
年

四
月
に
日
干
の
記
録
が
あ
号
、
〔
注
お
沼
麿
書
巻
六
、
垂
扶
一
冗
年
の
条
に
、
是
夏
大
皐
と
あ
り
、
「
新
著
書
」
巻
西
垂
扶
三
年
条
に
辻
「
二
月
三
亥
、

以
皐
遊
正
殿
減
護
:
:
:
西
丹
突
丑
、
以
皐
霧
盟
、
命
京
官
九
品
以
上
言
事
し
と
あ
る
〕
「
詩
経
」
大
雅
雲
漢
序
に
ち
な
む
右
文
の
真
愚
性
を
高

め
て
い
る
。
同
時
に
一
駅
南
の
請
主
張
魯
客
と
い
う
人
物
こ
そ
郎
天
の
男
妾
と
な
り
、
武
題
政
権
の
脇
侍
を
演
じ
た
張
易
之
、
張
昌
宗

兄
弟
の
季
父
で
あ
る
事
実
に
注
呂
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
〔
注
、

U

「
新
著
書
」
巻
七
二
、
下
、
宰
相
世
系
表
第
十
二
、
下
、
二
十
一
紙

i
二
十
二
紙
「
中
出
張
氏
、
出
漢
北
平
文
侯
倉
之
後
、
世
岩
中
山
義
豊
、
魯
客
長
安
令
、
」
と
あ
る
張
魯
客
〕
張
兄
弟
の
拾
頭
に
は
今
し
ば
ら
く

の
歳
丹
を
要
す
る
が
、
法
蔵
と
の
縁
由
が
す
で
に
匪
胎
準
講
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
よ
う
に
晃
受
け
ら
れ
る
。
」
(
前
揚
書
、
三
二

O
頁
)

と
。
法
載
が
早
天
に
新
罵
一
耕
一
腐
を
行
っ
て
験
効
の
あ
っ
た
と
す
る
記
事
は
、
彼
の
翻
訳
大
徳
の
使
命
以
外
に
密
呪
厭
魅
修
法
が
著
名

で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。
同
じ
和
品
薄
の
第
八
科
に
、
『
一
蒋
功
元
年

(
A
・
D
-
六
九
七
)
契
丹
が
命
に
逆
ら
っ
た
の
で
軍
隊
を

出
征
さ
せ
て
討
伐
し
た
。
特
に
法
蔵
に
詔
し
て
経
教
に
よ
っ
て
窓
虐
を
訪
通
せ
よ
と
あ
っ
た
。
そ
こ
で
法
蔵
が
奏
上
し
て
日
う
の
に

「
若
し
怨
款
を
擢
伏
せ
し
め
よ
う
と
す
る
な
与
左
道
諸
法
を
誇
約
な
さ
い
ま
せ
」
と
あ
っ
た
。
詔
し
て
そ
れ
に
従
わ
れ
た
。
法
蔵
は

み

を

き

よ

め

あ

ら

た

き

っ

た

ん

ぐ

ん

唐

の

軍

隊

監
浴
衣
を
更
め
て
十
一
面
観
音
道
場
を
建
立
し
光
膏
畿
を
安
霊
し
て
行
道
し
た
。
罷
拾
し
て
数
百
後
鶏
虜
か
王
師
に
蕪
数
の
一
神

み

の

ぞ

み

き

っ

た

ん

ぞ

く

王
が
加
っ
て
い
る
の
を
観
、
或
い
は
観
音
後
が
空
中
を
麹
ん
で
や
っ
て
く
る
の
を
嘱
み
た
。
犬
羊
の
軍
勢
が
相
次
い
で
戸
迷
い
敗

く
わ
い
じ
よ
う

れ
た
の
で
勝
利
の
報
が
雇
い
た
。
天
定
は
愛
護
な
詔
を
下
し
て
憲
勢
し
て
日
う
に
、
「
説
域
(
吉
の
洛
陽
域
)
の
外
辺
で
兵
士
た

あ
ま
ざ
け
な
ら
ん
だ
と
り
で

ち
の
草
鼓
の
響
が
問
え
た
が
、
良
郷
県
中
に
攻
め
て
き
た
賊
軍
が
観
音
像
を
親
て
、
護
濯
が
陳
塞
に
す
く
流
れ
る
よ
う
に
、

持
玉
が
や
っ
て
き
て
は
た
ほ
こ

他
駕
、
震
を
軍
前
に
引
き
出
し
て
、
こ
れ
ら
の
紳
兵
た
ち
が
契
丹
を
掃
応
体
し
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
観
音
の
慈
悲
力
の

賜
物
が
加
え
ち
れ
た
の
だ
ろ
う
」
と
あ
っ
た
。
」
法
蔵
が
十
一
面
観
膏
橡
を
安
重
し
海
遇
戸
行
進
し
た
効
験
が
、
契
丹
軍
に
対
し
て
天

王
畿
や
観
吾
復
が
出
現
し
て
麿
軍
に
加
勢
し
た
出
に
触
れ
て
い
る
。
す
で
に
玄
葬
三
蔵
に
よ
っ
て
、
「
十
一
面
持
究
心
経
」

一
巻
が

賓
慶
寺
石
崩
御
告
龍
録
再
考
(
杉
山
)
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賓
慶
寺
石
描
御
室
像
再
考
(
杉
山
)

J'-

挿図I彊

訳
出
さ
れ
て
も
い
た
し
、
北
周

の
部
舎
据
多
に
よ
っ
て
「
傍
説

十
一
面
観
音
一
神
完
経
」
一
巻
も

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
神
完
経
を
用

い
て
禁
厭
読
伏
に
成
功
し
た
点

も
、
武
別
天
の
法
蔵
へ
の
帰
依

が
重
き
を
な
し
て
い
た
ろ
う
証

拠
と
な
ろ
う
。
こ
の
十
一
面
観

音
復
造
立
新
顔
の
こ
と
は
、
こ

の
賓
憂
寺
禽
像
の
な
か
に
数
鉢

の
十
一
面
観
吾
立
毎
#
彫
が
あ
っ

て
(
挿
層
部
取
)
そ
こ
に
信
徳

感
造
立
銘
が
あ
る
が
、
法
蔵
と

穂
惑
と
の
関
係
を
考
え
る
際
の

一
資
軒
と
な
る
。
そ
の
銘
文
は

挿図XIX

次
の
遥
り
で
あ
る
。

「
検
校
造
七
賓
蓋
溝
耀
寺
主
昌
平
蘇
開
題
公
議
語
信
徳
感
、
奉
震
霞
敬
造
十
日
冨
/
観
音
像
一
重
伏
顧
皇
基
永
富
聖
書
還
長

長
安
三
季
九
亘
十
五
口
、
」
大
村
西
崖
氏
は
こ
れ
に
注
釈
し
て
「
こ
の
銘
の
復
亦
窟
吾
妻
慶
寺
に
在
り
、
早
崎
君
議
高
三
尺
六
す
潤

一
尺
一
寸
今
上
半
身
を
出
す
第
七
百
入
十
五
屋
、
謹
感
姓
は
侯
氏
、
太
原
の
入
、
議
容
環
麗
、
学
業
精
脆
糖
、
議
編
論
に
於
い
て
聾
彩



を
振
ふ
。
天
皇
大
京
市
徴
し
て
額
一
経
大
徳
と
震
し
、
義
浄
の
誇
場
に
参
せ
し
む
。
帝
深
く
こ
れ
を
崇
敬
し
昌
平
際
関
露
公
に
授
封
し
、

井
田
を
累
ね
て
三
千
戸
に
至
号
、
又
賛
詩
を
賜
ふ
。
後
傍
授
記
寺
の
都
維
那
に
充
て
ち
る
。
宋
高
信
簿
西
に
出
で
た
り
。
天
産
の
七

賓
蓋
を
造
る
や
、
嘗
時
徳
感
清
麓
寺
主
を
以
っ
て
こ
れ
が
検
校
た
ち
。
こ
の
像
を
造
れ
ソ
て
以
て
勝
業
を
賛
せ
る
こ
と
、
こ
の
銘
文
に

寄
れ
ノ
て
知
ら
る
。
清
鐸
寺
は
長
安
志
九
に
援
る
に
、
城
東
の
高
盟
ハ
寧
坊
高
円
の
東
に
あ
乃
き
。
露
関
皇
三
年

(
A
・
D
-
五
八
三
)

文
帝
沙
問
曇
崇
の
震
に
立
つ
る
所
。
大
中
六
年

(
A
・
D
-
八
五
二
)
改
め
て
安
圏
寺
と
震
す
c
」
(
前
揚
書
五
七
一
一
員
)
と
。

宋
高
鑓
薄
(
大
正
義
巻
五
十
、
史
薄
部
二
、
二

O
六
二
、
巻
目
に
義
解
篇
一
第
二
之
一
に
、
膏
京
兆
大
慈
恵
寺
窺
基
簿
を
冒
頭
に
、

唐
京
師
西
明
寺
道
世
、
大
慈
恵
寺
普
光
、
再
寺
法
賓
、
西
明
寺
富
灘
、
安
匿
寺
元
京
、
簡
州
一
瞬
緊
寺
精
選
、
新
羅
露
顕
環
、
大
慈
恵

寺
嘉
出
向
、
溢
州
慧
詔
、
大
慈
恵
寺
彦
保
、
新
羅
圏
義
湘
、
大
慈
悪
寺
義
忠
、
新
羅
冨
黄
龍
寺
元
暁
、
崇
一
騒
寺
一
神
構
、
慶
一
躍
寺
舎
語
、

虎
丘
山
寺
常
義
、
舎
稽
山
妙
喜
寺
印
宗
、
大
震
宥
崇
一
福
寺
宗
哲
、
そ
し
て
港
京
梯
授
記
寺
認
惑
俸
が
あ
る
。
因
み
に
法
裁
薄
は
同
書

巻
五
の
冒
頭
に
あ
っ
て
、
新
羅
種
類
環
、
義
端
、
元
暁
ら
が
い
ず
れ
も
華
巌
宗
を
青
丘
の
地
に
簿
え
、
法
衰
の
弟
子
筋
で
、
あ
っ
た
こ

と
を
考
え
る
と
、
徳
感
も
亦
法
麗
と
深
い
関
係
が
あ
っ
た
と
晃
て
誤
り
あ
る
ま
い
c

宋
高
信
俸
に
云
う
。
「
建
徳
惑
、
姓
は
侯
氏
太

す

が

た

か

た

ち

が

す

っ

き

邑

て

い

て

が

く

も

ん

に

せ

い

?

っ

し

て

い

て

お

お

く

の

き

ょ

う

を

ど

く

は

し

ひ

ょ

う

ば

ん

罪
人
で
あ
る
。
義
容
壊
麗
、
学
業
精
締
結
、
衆
車
ハ
寂
動
、
論
髄
論
に
お
い
て
特
に
整
彩
が
高
か
っ
た
。
天
皇
大
帝
が

あ

ら

た

め

で

は

っ

き

ち

翻
経
大
築
に
登
用
し
て
、
又
勝
荘
大
儀
ら
と
同
じ
く
義
浄
の
訳
場
に
参
加
し
、
書
薮
京
市
の
賜
を
受
内
り
た
が
惑
裁
の
言
葉
が
劉

お

お

ご

え

つ

い

で

亮
で
あ
っ
た
の
で
、
帝
は
嘉
説
さ
れ
て
尋
昌
平
票
開
昌
公
に
者
ぜ
ら
れ
た
。
寺
鎮
の
井
田
が
増
え
て
三
千
戸
に
な
っ
た
程
で
あ
る
。

帝
は
讃
歎
さ
れ
て
清
河
沿
水
の
法
宝
と
云
わ
れ
た
。
(
中
略
)
。
後
、
河
南
傍
授
記
寺
の
都
維
那
に
を
ぜ
ら
れ
て
晩
年
に
寺
、
王
に
升
ら

れ
た
。
(
中
略
)

G

終
年
六
十
絵
。
」
と
あ
る
。
銘
文
に
七
寝
室
ロ
を
造
立
す
る
検
校
の
位
量
に
あ
っ
た
徳
惑
は
、
単
な
る
翻
経
大
徳
の

冨
自
の
み
な
ら
ず
、
寺
註
建
築
造
立
や
、
工
人
指
導
寺
院
経
済
の
才
詑
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
寺
鎮
の
呂
娼
、
潅
器
用
井
戸
、
恐
ら
く

み
う
す

転
鎧
施
設
を
活
用
し
て
三
千
戸
を
保
有
し
た
手
続
か
ら
も
知
ら
れ
よ
う
。
窓
惑
が
靖
謹
寺
主
と
あ
る
長
安
清
譜
寺
は
、
大
村
氏
の

「
長
安
志
巻
第
九
、
震
京
城
三
、
朱
雀
籍
東
第
五
街
郎
皇
城
東
之
第
三
街
、
告
東
従
北
第
一
一
坊
霊
坊
之
地
築
入
苑
、
次
南
盤
ハ
寧
坊
南

妻
菱
寺
石
鍵
告
韓
議
再
考
(
杉
山
)
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賓
慶
寺
石
梯
禽
後
再
考
(
杉
山
)

Eヨ
〈コ

供
四
東
出
遅
化
問
南
門
之
東
清
麓
寺
、
惰
罪
皇
三
年
、
文
帝
震
沙
問
曇
崇
所
立
、
大
中
六
年
改
震
安
醤
寺
」
と
注
記
さ
れ
、
長
安
の
東
北
隅
通

化
門
よ
れ
ツ
茜
し
て
輿
寧
坊
大
寧
坊
来
庭
坊
、
次
に
永
昌
坊
が
あ
り
突
当
る
と
延
喜
門
で
皇
域
に
入
る
。
永
昌
坊
の
北
が
光
宅
訪
で
七

賓
蓋
台
が
造
建
さ
れ
た
所
だ
か
ら
、
興
寧
坊
の
清
輝
寺
か
ら
は
そ
れ
程
遠
く
な
い
。
窓
惑
の
造
七
賓
台
検
校
は
適
任
と
云
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
地
理
環
境
を
勘
案
す
る
と
、
契
丹
反
攻
の
十
一
面
観
音
道
場
が
何
処
に
建
立
さ
れ
た
の
か
、
知
れ
ソ
度
く
な
る
の

は
入
信
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
資
料
に
関
す
る
限
り
そ
の
道
場
の
位
量
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
契
丹
挙
兵
の
こ
と
は
、
百
橋
本
、

「
奮
著
書
」
巻
六
、
出
天
武
百
紀
、
「
高
歳
通
天
元
年

(
A
・
D
-
六
九
六
)
五
月
、
普
耕
域
〔
部
案
、
「
中
園
歴
代
地
名
要
覧
」
に

「
替
州
(
唐
永
徽
!
明
初
)
西
出
省
(
建
昌
道
)
誉
蘇
、
花
、
西
川
嘉
定
州
蒼
懸
」
〕
傍
、
契
丹
首
領
松
漠
都
奮
李
重
忠
、
そ
の
妻
兄

藤
誠
列
の
刺
史
孫
真
栄
が
都
警
超
文
翻
を
殺
し
て
兵
を
挙
、
げ
、
反
攻
し
て
替
州
を
陥
落
さ
せ
、
自
ら
可
汗
と
掛
抗
し
た
。
乙
丑
、
薦
揚

持
軍
曹
仁
師
、
十
七
金
吾
大
蒋
張
玄
遇
、
右
武
威
大
持
軍
李
多
祥
、
弓
農
少
鄭
麻
仁
節
等
二
十
八
緯
が
之
を
寄
っ
。
秋
七
月
、
春
宮
前

書
梁
王
三
思
に
命
じ
て
安
畿
大
使
と
な
し
納
言
挑
専
を
之
が
爵
と
し
た
。
載
を
改
め
て
霊
忠
を
墨
滅
と
名
付
け
、
孫
喜
美
を
真
新
と

し
た
c

秋
人
月
張
玄
遇
、
曹
仁
師
、
森
任
節
は
李
量
減
と
酉
挟
五
黄
肇
谷
で
戦
い
、
宮
軍
が
敗
績
し
た
。
玄
遇
と
仁
詩
共
に
裁
の
震

に
捕
霧
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
九
丹
志
武
毎
大
持
軍
建
安
王
欽
宣
を
大
掠
管
と
な
し
以
て
契
丹
を
討
っ
た
。
井
州
長
史
王
方
慶
を
愚

器
侍
蕗
殿
中
監
李
道
賓
と
並
び
に
再
思
愚
驚
蓋
平
章
事
と
震
し
た
。
喪
申
、
李
霊
減
が
死
亡
し
、
そ
の
薫
の
孫
真
新
が
代
っ
て
衆
を

指
掻
し
た
。
冬
十
月
孫
真
新
が
糞
州
を
攻
略
し
耗
史
陸
妻
穫
が
戦
死
し
た
。
十
一
月
又
譲
州
震
懸
を
揺
入
れ
た
。
嘉
義
遥
天
二
年
春

一
一
丹
、
王
孝
操
、
蘇
宏
翠
ら
兵
十
八
高
を
率
い
て
孫
高
新
と
挟
石
谷
に
戦
い
、
官
軍
が
致
譲
し
孝
傑
は
陣
中
に
戦
残
し
、
宏
揮
ら
は

平
曹
を
放
棄
て
道
一
戻
っ
た
。
四
月
益
州
大
都
督
府
長
史
及
善
:
:
:
(
中
略
)
兵
二
十
宮
内
を
率
い
て
孫
真
薪
を
討
っ
た
。
九
日
付
契
丹
李

だ
い
え
ん
か
い

量
減
ら
を
以
っ
て
平
ら
ぐ
。
天
下
に
大
赦
し
て
改
元
し
神
功
と
名
付
け
大
轄
を
寵
し
た
。
」
と
あ
る
。
契
丹
征
伐
が
一
年
余
り
に

及
び
、
度
々
官
軍
が
敗
北
し
た
様
子
が
当
時
の
政
権
を
震
較
し
た
わ
け
で
、
法
惑
の
十
一
面
観
音
道
場
の
建
立
と
怨
敵
誌
滅
の
禁
最

新
祷
が
、
こ
の
間
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
し
、
一
神
功
と
改
元
し
た
の
も
、
和
肖
簿
の
一
神
王
諸
持
、
観
立
B

菩
譲
像
の
出
現
で
契
丹
を
撃



設
平
定
し
た
こ
と
に
譲
っ
た
わ
け
で
あ
ろ
う
。
李
霊
忠
を
霊
滅
、
孫
真
柴
を
蔦
新
と
改
名
す
る
の
も
武
期
天
の
文
字
改
器
、
改
元
の

頻
繁
と
呼
獲
し
て
い
る
。
法
蔵
時
に
五
十
五
歳
で
武
郎
天
の
親
任
婦
荻
が
畑
山
ば
れ
る
。
そ
し
て
或
い
は
長
安
輿
寧
坊
の
清
韓
寺
で
密

惑
ら
を
起
思
し
て
の
道
場
建
立
、
一
新
顔
成
就
が
あ
た
の
で
誌
な
い
か
、
と
推
定
し
て
み
る
。
と
い
う
の
も
、
合
龍
後
十
一
一
面
観
膏
立
像

法
現
存
す
る
限
り
西
撃
が
管
見
に
入
っ
て
い
る
が
、
左
手
を
垂
下
し
て
水
瓶
を
執
る
も
の
と
、
掌
を
向
け
持
物
の
な
い
も
の
に
挺
ら

れ
、
右
手
は
曹
を
畠
げ
て
一
肩
先
で
蓮
花
吾
群
果
、
奮
の
あ
る
蔓
草
、
西
角
の
宝
籍
を
夫
々
掲
げ
て
い
て
、
窓
惑
の
銘
文
を
も
つ
も
の

は
一
躯
の
み
で
、
地
は
銘
文
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
禽
復
が
当
拐
か
ら
七
賓
蓮
台
の
た
め
に
造
建
彫
刻
さ
れ
た
も
の
か
ど
う
か
、
疑
っ

て
掛
る
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る

G

わ
た
く
し
は
出
稿
に
お
い
て
、
か
つ
て
福
山
敏
男
氏
の
試
み
ら
れ
た
、
在
銘
禽
畿
に
従
つ
て
の
一
漏
年
、
「
賓
慶
寺
派
石
錦
の
分
類
」

(
舞
教
芸
術
9
昭
和
二
十
五
年
十
月
毎
日
新
開
社
刊
所
牧
)
に
対
し
て
、
略
同
時
期
に
七
賓
護
ム
ロ
造
立
の
た
め
に
長
寿
二
年

(
A
・

D
-
六
九
二
)
か
ら
長
安
三
j
四
年
の
間
に
禽
畿
が
造
ら
れ
、
装
飾
荘
巌
を
重
ね
て
長
安
西
年

(
A
・
D
-
七
O
西
)
に
奉
献
銘
が

追
錆
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
す
で
に
七
賓
護
台
考
に
そ
の
規
模
三
重
援
で
明
堂
の
構
造
を
参
勤
し
て
造
立
し
た
と
説
い
た
通
り
で

あ
る
。
あ
の
沼
稿
に
辻
華
最
宗
法
衰
の
姿
を
全
く
逸
し
て
い
た
。
初
君
、
第
二
塁
、
第
三
震
を
降
露
変
、
阿
弥
詑
浄
土
変
、
そ
し
て

弥
勤
浄
土
変
の
立
体
的
布
霊
を
考
え
て
み
た
の
だ
が
、
十
一
面
観
音
寵
畿
を
ど
こ
に
配
置
す
べ
き
か
に
言
及
し
な
か
っ
た
。
徳
惑
が

造
七
賓
蓋
設
校
と
し
て
、
盤
ハ
寧
坊
請
韓
寺
主
で
あ
り
、
昌
平
蘇
関
醤
公
を
長
授
さ
れ
て
、
翻
経
告
な
る
こ
と
を
明
記
し
て
、
「
伏
し

て
頼
く
ば
皇
基
の
永
富
と
聖
書
還
長
あ
ら
ん
こ
と
」
と
式
期
天
そ
の
人
に
託
し
て
い
る
。
そ
し
て
長
安
三
年
九
月
十
五
告
の
銘
記
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
寵
沿
線
十
一
一
面
観
吾
立
橡
が
果
し
て
全
部
長
安
三
年
九
丹
十
五
告
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
長
安
興

寧
坊
清
禅
寺
で
の
十
一
一
部
額
音
道
場
の
た
め
と
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
読
に
地
婆
跨
羅
残
後
の
供
養
の
た
め
龍
門
香
山

寺
を
造
替
し
た
の
だ
っ
た
が
、
現
播
鼓
台
洞
に
残
る
賓
冠
降
麗
綾
地
印
如
来
橡
が
少
く
と
も
三
躯
以
上
が
あ
る
勉
に
、
現
関
山
の
大

原
美
術
館
衰
の
十
一
冨
観
音
頭
部
が
語
鼓
台
北
調
請
来
と
云
わ
れ
て
い
る
(
挿
図
認
)
。
北
洞
入
り
口
左
壁
に
普
を
欠
失
し
た
菩
寵

賓
慶
寺
石
鵠
寵
像
再
考
(
杉
山
)

立豆



賓
慶
寺
若
錦
禽
橡
再
考
(
杉
山
)

(zg 

挿冨xx(十一面観音頭部)

泊
旅
が
そ
れ
で
あ
る
と
、

前
揚
龍
門
石
窟
展
E

録
の
解
説
第
に
見
え

て
い
る
。
地
婆
阿
羅

の
入
寂
が
垂
扶
三
年

(
A
・
D
・
六
八
七
)

十
二
月
甘
七
日
で
£

る
の
で
、
こ
れ
ら
香

山
寺
造
警
が
裁
期
天

が
詮
揚
を
一
持
都
と
し

て
活
溌
な
造
像
を
、

伊
水
東
山
岸
で
行
わ
れ

た
頃
の
作
品
と
み
て

誤
り
あ
る
ま
い
。
こ

の
十
一
面
観
音
立
後
頭
部
と
、
賓
菱
寺
寵
像
の
十
一
一
面
観
音
浮
彫
像
と
辻
、
略
再
時
代
武
則
天
顛
に
置
い
て
も
不
都
合
は
な
い
。
丸

彫
り
と
浮
彫
り
の
差
異
は
あ
る
に
し
て
も
衣
文
裳
の
造
形
惑
党
、
と
く
に
腰
腹
部
の
揮
綬
表
現
も
三
尊
寵
像
の
菩
藍
立
後
と
再
一
形

式
と
冨
構
成
を
も
っ
て
い
る
。
禽
畿
の
賓
冠
諜
明
治
競
釧
を
具
え
て
左
手
が
降
援
触
地
印
像
の
程
度
に
結
翻
訣
坐
す
る
形
式
、
毘
復
学

的
に
も
、
そ
の
先
擬
作
品
が
研
水
龍
門
石
窪
東
山
撞
鼓
台
滴
に
あ
る
の
と
、
十
一
一
串
観
音
立
像
の
場
合
も
再
一
で
あ
る
の
は
単
な
る

講
熱
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
地
婆
関
羅
を
鞍
点
と
す
る
法
議
、
認
惑
の
盟
呆
の
糸
が
絡
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
だ
が
。



藤
善
氏
は
つ
華
巌
経
伝
記
4

の
彼
方
」
の
論
文
中
に
、

『
聖
暦
二
年
(
六
九
九
)
十
月
八
日
の
「
大
方
広
仏
華
最
経
総
目
」
編
纂
列
位
に
〔
注
、
也
、
二
三
二
回
頁
、
『
敦
僅
宝
蔵
』
一
一
九
皆
、

一
二
六
頁
『
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
」
二
四
六
、
二
四
七
頁
〕

35諸丹の肩 よ
一大へ存を使判三三翻翻翻翻翻り翻
語徳の在並朝宮蔵蔵経経経経経以経
蔵の出がべ請承沙沙大大大大大下大
和請兵あて大奉門門徳徳徳徳徳、徳
常いがつい夫郎
巨にあたた守守大 子中仏大仏大覆大
盤応りろこ太左福関大授周授福の福
詫え、うと子玉先 圏雲記西記先翻先
昇仏法とが中鈴寺僧寺寺寺寺寺経寺
に授 蔵す判舎衛僧実都主僧上〔大僧
、記にるる入録義叉緯僧法座都徳復
亙寺命故。上事浄難那徳蔵信〕十礼
ttに じ以わ柱参 路僧感 玄維二
fよ新て で た 国 軍 玄 度那名撰
授訳冠あく買子 軌 僧 が 録
記『 虐 る し 暦 師 恵並
寺華の G は福逸審審 審 審 審巌ぶ
町最折藤賓』 覆覆覆覆 復 う
藍経伏善慶♀ 審ち
22」を氏寺思 覆
草の行は禽 ZZ
τ 講わ更{象『
衆座せにがゴ
請をた続光云
戴開 話 い 宅 二
塾きをて寺否
Eそ 、記 、七三三

手十し二ヨ賓し
:;二、 法 棲 主
」月ま蔵台官
と十 た和造ソ、
あ二「尚 .1L 持

り 日 華伝の警
下 に 巌」際守
二霊経第の与
;ま応」八検)長
ーが訳科校禁
説あ出に徳芸
華つ直は感季
最た後紳の♀
経話の功背雲
監を十元後陀
琉載月 年 に と
型せ十(、義
語て五六改伊
こい日九めの
巻 るよ七て訳
- tり)法場
の、 、、契蔵に

賓
慶
寺
石
傍
禽
橡
再
考
(
杉
山
)

Eヨ



要
慶
寺
石
錦
寵
復
再
考
(
杉
山
)

rz:g 
rz:g 

「
其
年
十
丹
十
五
百
開
講
、
復
時
入
文
、
至
十
二
月
十
二

E
晩
上
講
、
講
至
華
最
蔑
世
界
海
震
動
文
、
其
講
堂
中
及
寺
、
混
内
、
忽
扶
…
震
動
、
云
々
」

と
あ
る
の
に
よ
っ
て
い
る
。
〕
。
か
か
る
霊
験
謹
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
問
題
で
は
あ
る
が
、
法
蔵
が
一
稗
都
洛
陽
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
て
し
か
成
立
せ
ぬ
説
話
で
あ
る
が
、
霊
暦
二
年
か
ら
始
ま
る
義
捧
の
訳
場
に
、
翻
経
大
窪
と
し
て
参
加
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
法

蔵
は
、
長
安
に
も
ど
る
余
諮
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
(
中
略
)
大
足
元
年
(
七

O
二
九
月
二
十
三
日
付
、
洛
陽

大
福
先
寺
翻
経
院
に
お
い
て
義
浄
が
訳
出
し
た
「
根
本
薩
婆
多
部
律
摂
」
巻
一
の
訳
場
列
位
を
み
れ
ば
〔
注
、
お
、
南
韓
寺
蔵
高
麗

拐
販
「
中
国
古
代
写
本
識
語
集
録
』
二
五
入
、
二
五
九
頁
〕

こ議議議毒事翻番喜重要額鶴著書議議
こ程経経経経経経経経経経経
;こ f吏大大大大大大大大大大大
も成語謹語徳密穂律徳律徳律
蓄君 主今
経大大大仏大崇大仏崇大大大
大 学 福罵授福先揺授先福福福
譲立さ先西記先寺先記寺先先先
と教寺寺寺寺沙寺寺上寺寺寺
し上沙沙沙沙問上主座主婆婆
て欝門門門門神産沙沙沙羅羅
法者~慈仁慧勝英沙問問門同門
議前司11 亮表嘉 門徳法法沙三
と通 波感宝蔵門蔵
窓直 筆 器 戸宝
惑部受 利思
が許 未惟
並 観 多
言己
さ典〔
れ裂?
てL___.~ 

V~ 三二

モ露
書

長=
安二
年三
間ア
のム
再=
人一

四
の τ可

消三三
恵、
を
窺
え

る
資
料
で
あ
ろ

つ

の
な

証
党
文

読
楚
文



か
で
藤
善
弐
が
法
衰
の
霊
験
謹
に
言
及
し
て
ど
の
よ
う
扱
う
か
問
題
が
あ
る
が
、
と
さ
れ
な
が
ら
深
く
立
入
っ
て
い
な
い
。
当
時
式

別
天
が
文
字
に
拘
泥
し
て
改
元
を
繰
返
え
し
、
金
輪
聖
神
を
始
め
と
す
る
名
号
架
上
に
執
心
す
る
態
度
と
、
霊
験
奇
震
を
曙
好
す
る

性
格
に
、
硬
軟
両
派
の
鵠
揺
を
利
用
寵
愛
す
る
こ
と
に
繋
っ
て
い
た
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。
鎌
田
氏
の
言
を
信
ち
れ
ば
「
一
方
で
は

妖
稽
悪
告
を
利
用
し
な
が
ら
、
昌
己
の
政
治
E
的
を
完
遂
す
る
た
め
に
、
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
武
后
で
あ
ち
、
彼
ら
妖
告
を
内
道

場
に
ま
で
出
入
を
許
し
て
い
た
武
震
で
あ
っ
た
が
、
勉
の
一
重
に
お
い
て
は
、
純
粋
に
錦
教
信
仰
を
推
進
し
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る

い
は
初
め
政
権
を
獲
得
し
、
昌
己
の
権
力
を
確
立
す
る
ま
で
に
は
、
壊
義
等
の
妖
僧
を
近
づ
け
、
そ
の
目
的
の
達
成
さ
れ
る
や
、
彼

ら
妖
稽
グ
ル
ー
プ
を
不
必
要
と
判
断
し
、
こ
れ
を
し
り
ぞ
け
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
、
高
需
グ
ル
ー
プ
を
親
任
し
て
い
っ
た
如
く
で
あ

る
。
」
(
前
掲
「
中
富
華
最
思
想
史
の
研
究
」
一
二
四
頁
)
で
あ
る
。
沼
稿
で
も
引
用
し
た
榊
亮
三
部
先
生
の
云
わ
れ
た
、
「
一
謹
女

人
で
帝
王
に
な
っ
た
方
に
辻
、
和
漢
共
に
高
論
玄
談
を
主
と
す
る
様
な
宗
教
は
喜
ば
な
い
。
寧
ろ
三
賓
を
敬
信
し
て
、
福
田
を
謹
ゑ

る
と
か
、
ま
た
譲
災
祈
福
の
祭
を
致
し
て
己
の
後
生
の
震
に
す
る
と
か
云
ふ
患
な
需
仰
が
勝
れ
て
屠
り
ま
す
。
北
裂
の
拐
太
后
や
、

武
患
の
期
天
武
活
な
ど
は
そ
れ
で
あ
り
ま
す
。
印
度
の
賓
思
堆
三
義
や
、
都
貨
羅
国
の
寂
友
や
、
子
語
習
の
提
雲
毅
若
や
、
賓
叉
難

詑
な
ど
が
、
高
宗
や
武
信
の
誇
張
を
得
た
の
は
尤
も
な
次
第
で
」
(
『
弘
法
大
師
と
其
の
時
代
』
昭
和
二
十
二
年
八
月
、
創
元
社
時
、

六
五

i
六
六
百
(
)
あ
る
。
加
え
て
地
婆
詞
羅

(
E照
)
や
法
蔵
の
名
を
、
更
に
ま
た
寵
惑
を
挙
、
げ
て
も
不
当
で
は
あ
る
ま
い
。
法
蔵

の
華
叢
宗
の
な
か
に
あ
る
密
教
的
な
究
術
禁
一
獄
の
力
を
、
武
期
天
が
こ
れ
ま
た
利
用
し
、
逆
に
法
蔵
も
高
僧
グ
ル
ー
プ
の
な
か
に
あ

ち
な
が
ら
、
逆
に
利
用
し
て
そ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
、
と
見
る
の
が
当
を
存
て
い
よ
う
。

第
三
章

賓
冠
降
麗
触
地
印
像
の
図
像
学

わ
た
く
し
が
旧
稿
で
全
く
触
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
華
最
宗
の
法
義
に
改
め
て
著
巨
し
て
み
た
の
辻
、
七
賓
棲
台
の
盆
像
の
な

か
に
、
菩
提
楊
下
に
あ
る
降
一
覧
触
地
印
像
を
釈
迦
誇
魔
変
栢
の
中
心
と
考
え
な
が
ら
、
釈
迦
が
右
腕
に
椀
鋭
を
具
有
す
る
函
復
学
上

賓
憂
寺
石
擁
護
沿
海
再
考
(
杉
山
)

四
五



賓
憂
寺
石
崩
御
合
龍
鏡
再
考
(
杉
山
)

四
十
〈

の
異
例
で
あ
る
点
と
、
賓
冠
、
理
洛
、
腕
釧
を
荘
巌
し
た
降
魔
触
地
印
相
の
如
来
坐
像
を
、
ど
の
よ
う
に
図
像
学
的
に
解
釈
す
る
か

の
問
題
点
が
残
っ
て
い
た
。

朴
亨
圏
氏
の
「
ヴ
ア
イ
ロ

i
チ
ャ
ナ
仏
の
図
像
学
的
研
究
」
(
二

O
O
一
年
二
月
法
蔵
館
刊
)
第
三
部
・
韓
国
に
お
け
る
毘
慮
遮

那
仏
の
函
像
に
つ
い
て
、
第
一
章
新
羅
華
巌
宗
に
お
け
る
本
尊
の
図
像
変
化
、
の
な
か
で
中
国
初
期
華
巌
宗
の
本
尊
の
変
化
の
一

節
が
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
情
服
さ
れ
て
い
る
の
で
引
用
し
て
み
る
。

『
中
国
華
最
宗
の
初
祖
と
言
わ
れ
る
杜
頗
〔
注
、

2
、
社
頗
の
法
韓
は
法
顕
で
あ
る
が
、
姓
が
杜
氏
で
あ
る
の
で
、
一
般
に
杜
顕
と
呼
ぶ
こ
と

が
多
い
。
〕
(
法
願
、
五
五
七
j
六
四
O
年
)
や
第
二
祖
の
智
嬢
(
六
O
二
;
六
六
八
年
)
第
三
祖
法
蔵
(
六
回
三
;
七
一
二
年
)
〔
注
、
3
、

法
蔵
に
つ
い
て
は
「
六
十
華
巌
」
時
代
か
ら
「
八
十
華
巌
」
時
代
に
移
る
時
期
で
あ
り
ノ
、
法
蔵
自
身
の
思
想
も
そ
れ
に
よ
っ
て
変
わ
る
の
で
あ
る
。
〕

〔
郎
案
、
法
蔵
の
華
巌
宗
で
の
立
場
は
、
鎌
田
茂
雄
氏
「
中
国
華
巌
思
想
の
所
究
、
第
三
章
武
周
王
朝
に
お
け
る
華
巌
思
想
の
形
成
、

第
五
節
法
蔵
の
華
巌
思
想
の
特
質
i
性
相
融
曾
を
中
心
と
し
て
i
」
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
二
二
四
i
一
四
四
頁
)
ま
で
は
「
六

十
華
巌
」
を
所
張
経
典
と
し
た
時
代
で
あ
り
屋
舎
那
仏
よ
り
は
十
仏
〔
郎
案
、
宇
井
伯
毒
監
修
「
備
教
辞
典
」
(
昭
和
廿
八
年
三
月
・

東
成
出
版
社
刊
)
の
十
傍
の
項
「
華
最
孔
日
章
に
出
で
二
種
あ
り
、
ー
、
解
境
の
十
備
、
害
薩
が
開
悟
の
員
智
に
よ
り
法
界
悉
く
傍

と
観
て
十
種
と
す
る
も
の
。

2
、
行
境
の
十
備
、
菩
薩
の
惨
行
完
成
し
た
る
傍
境
界
の
十
種
、
正
覚
備
、
願
備
、
業
報
悌
、
住
持
傍
、

化
傍
、
法
界
傷
、
心
悌
、
三
味
倒
、
性
備
、
如
意
悌
」
と
あ
る
〕
を
強
調
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
杜
順
の
「
法
界
観
門
」

に
は
屋
舎
那
仏
に
つ
い
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
し
、
智
憶
の
「
捜
玄
記
」
に
も
十
仏
と
三
身
仏
〔
部
案
、
前
掲
辞
典
に
「
三
身
如
来
、

法
身
如
来
、
報
身
如
来
、
鷹
身
如
来
を
い
ふ
」
〕
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
が
、
麗
舎
那
仏
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ

ち
、
慮
舎
那
仏
を
華
巌
宗
の
主
尊
と
し
て
信
仰
す
る
傾
向
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
六
十
華
巌
」
中
の
麗
舎
那
仏
が
独

立
し
た
尊
格
で
な
く
、
釈
迦
の
同
格
異
名
、
或
い
は
釈
迦
を
理
想
化
し
た
存
在
、
(
如
来
)
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
段
階
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。



ま
た
中
国
華
巌
宗
の
主
要
僧
侶
た
ち
の
僧
入
信
仰
を
み
る
と
、
ま
ず
中
国
華
巌
宗
の
初
桓
杜
頗
は
諸
国
を
歴
遊
し
な
が
ら
一
念
阿

弥
陀
仏
」
を
勧
め
、
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
を
も
っ
て
華
巌
を
広
め
た
こ
と
や
、
智
僚
も
そ
の
伝
統
を
引
き
離
い
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

(
中
略
)
華
巌
の
普
賢
行
を
行
う
中
国
華
巌
僧
た
ち
の
中
に
は
一
貫
し
て
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
存
続
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

そ
れ
が
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
非
常
に
流
行
し
て
い
た
当
時
の
信
仰
形
態
と
も
舞
関
係
で
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
〔
注
9
、
丈
暁
大
「
景

悲
王
代
の
荷
弥
陀
造
後
問
題
」
『
李
弘
殖
博
士
田
申
記
念
韓
冨
史
学
論
叢
』
一
九
六
九
年
六
七
人
頁
の
「
中
富
銘
文
仏
像
造
像
部
」
に
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
著
代
に
入
っ
て
か
ら
阿
弥
陀
仏
の
造
橡
が
飛
躍
的
に
事
え
て
ゆ
く
こ
と
が
わ
か
る
。
(
密
表
省
略
)
〕
『
六
十
華
最
」
に
多
く
説
か
れ
て
い

る
阿
弥
陀
極
楽
信
仰
と
も
密
接
に
関
係
が
あ
る
と
恩
お
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
六
十
華
巌
」
に
は
阿
弥
陀
信
保
的
な
語
句
(
念
仏
、
念

仏
三
昧
、
本
願
往
生
、
西
方
極
楽
世
界
、
阿
弥
陀
仏
、
無
量
寿
、
無
量
光
な
ど
)
が
多
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
入
法
界
品
で
は

善
意
童
子
の
前
に
、
塵
舎
那
弘
と
と
も
に
普
賢
菩
薩
が
出
現
し
、
自
分
の
信
保
や
西
方
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
こ
と
で

終
わ
る
c

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
『
六
十
華
巌
」
と
阿
弥
陀
浄
土
信
仰
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
誰
測
で
き
る
。
そ
の
た
め
三
ハ

十
華
巌
」
を
所
依
経
典
と
し
て
い
た
中
国
華
巌
信
た
ち
は
、
数
学
的
華
巌
を
研
究
し
、
信
仰
的
に
は
阿
弥
陀
信
仰
仰
を
も
っ
場
合
が
多

か
っ
た
こ
と
が
推
灘
さ
れ
る
。

「
六
十
華
巌
」
で
の
麗
舎
那
仏
は
「
八
十
華
巌
』
で
は
毘
星
連
部
仏
と
改
名
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
性
搭
も
具
体
化
し

華
巌
」
の
主
尊
と
し
て
確
立
す
る
。
こ
の
よ
う
な
経
典
上
の
変
化
に
伴
い
、
毘
墨
遮
那
仏
を
華
巌
宗
の
本
尊
と
す
る
動
き
も
あ
ら
わ

れ
る
。
そ
の
よ
う
な
流
れ
が
み
ら
れ
る
の
は
中
居
華
巌
宗
を
大
成
し
た
第
三
祖
法
蔵
の
『
探
玄
記
』
〔
註
、
目
、
『
探
玄
記
」
巻
一
の
埼

敬
文
に
「
嬉
抜
大
智
海
、
十
身
重
舎
那
、
充
溝
諸
法
界
、
無
上
大
慈
尊
、
方
広
離
垢
法
、
円
満
解
説
輪
、
普
賢
文
殊
等
海
会
大
菩
薩
」
と
書
か
れ
て

『
八
十

い
る
こ
と
か
ら
、
法
議
が
麗
舎
那
仏
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
推
挺
で
き
る
が
、
そ
の
「
探
玄
記
」
全
捧
に
お
い
て
辻
童
舎
那
仏
を
経
主
と
す
る
額

向
は
な
い
。
〕
か
ら
で
あ
り
〔
注
、
日
、
法
蔵
の
華
最
経
観
と
仏
詑
観
は
、
社
年
期
の
著
作
と
い
わ
れ
る
『
五
教
章
』
か
ら
西
十
代
後
半
の
著
作
と

い
わ
れ
る
「
諜
玄
記
』
の
揮
で
変
化
が
み
ら
れ
る
。
(
玉
城
康
居
館
「
華
最
経
に
お
け
る
仏
詑
謹
」
。
「
講
座
、
大
乗
仏
教
三
、
華
最
患
想
』
春
秋
社
、

賓
慶
寺
石
錦
寵
復
再
考
(
杉
山
)

1m 
ーと



賓
慶
寺
石
錦
竃
像
再
考
(
杉
山
)

立百
ノ又

一
九
八
三
年
五
月
、
二
合
了
一
七
回
頁
参
照
)
〕
同
じ
く
法
蔵
の
「
華
巌
経
旨
帰
』
の
「
説
経
仏
第
三
」
に
お
い
て
毘
虚
遮
那
仏
を
華

巌
経
主
と
明
確
に
設
定
す
る
。
〔
注
、
辺
、
玉
城
康
四
郎
、
前
掲
書
一
八
一

i
一
八
七
頁
〕
宋
代
、
廷
一
一
編
「
広
清
涼
伝
」
巻
上
に
「
温
湯

寺
、
五
王
之
所
造
、
昔
五
王
子
者
、
不
知
何
代
:
:
寺
内
有
碍
塔
一
所
、
可
高
二
丈
、
層
給
三
重
、
中
有
量
舎
那
像
、
文
殊
普
賢
、

及
絵
部
従
磨
不
畢
具
、
唐
蔦
歳
通
天
中
、
有
摺
慈
雲
、
創
此
安
置
、
一
敗
後
巡
遊
之
入
、
性
還
不
絶
」
〔
注
、
日
、
大
正
五
一
、
二

O
入、

中
j

下
(
郎
案
、
大
正
戴
五
一
巻
、
史
博
部
三
、
二
O
九
九
、
慶
靖
涼
博
、
巻
上
、
韓
五
蓋
諸
寺
方
所
、
七
、
温
湯
寺
の
項
「
東
蓋
東
大
曾
谷
内
、

有
銀
鐘
寺
・
:
中
略
・
:
温
湯
寺
」
と
あ
り
、
五
蓋
の
内
の
東
蓋
中
に
あ
っ
た
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
」
〕
と
膏
万
歳
通
天
中
(
六
九
六
年
)
に

三
重
木
塔
内
に
屋
舎
那
三
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
そ
の
傾
向
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
中
国
華
最
宗
の
本
尊
と
し
て
毘

慮
遮
那
仏
が
明
確
に
設
定
さ
れ
る
の
は
、
法
蔵
期
に
よ
る
「
六
十
華
巌
』
に
お
け
る
慮
舎
那
仏
の
性
格
の
拡
大
化
に
始
ま
り
、
法
蔵

も
携
わ
っ
た
「
八
十
華
最
』
の
漢
訳
に
反
映
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

残
念
な
が
ら
、
中
国
華
最
宗
の
本
尊
に
関
す
る
造
像
記
録
が
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
法
蔵
期
ま
で
の
本
尊
の
詳
細

は
明
ら
か
に
さ
れ
'
な
い
し
当
時
の
図
像
形
式
も
不
明
で
あ
る
。
」
(
前
掲
書
、
一
八
六
;
一
八
入
頁
)

朴
氏
の
毘
麗
遮
那
仏
を
華
巌
宗
の
本
尊
と
す
る
の
は
、
法
蔵
に
よ
る
「
六
十
華
巌
』
か
ら
「
八
十
華
巌
」
の
漢
訳
に
よ
る
所
が
多

い
と
指
摘
さ
れ
た
が
、
そ
の
造
像
記
録
も
殆
ん
ど
な
く
、
図
像
形
式
も
不
明
で
あ
る
と
嵯
嘆
さ
れ
て
い
る
。
わ
た
く
し
は
、
賓
慶
寺

合
龍
像
の
樹
下
降
魔
触
地
印
の
釈
迦
像
を
降
魔
変
相
図
の
本
尊
と
し
て
、
触
地
印
の
右
腕
に
腕
鋭
(
管
釧
)
の
あ
る
点
に
顧
慮
し
な
か
っ

た
。
そ
し
て
賓
冠
、
理
洛
、
腕
鋭
の
如
来
坐
像
が
降
魔
触
地
印
相
を
示
す
図
像
に
対
し
て
、
義
浄
請
来
の
賓
冠
釈
迦
像
と
見
倣
し
て

き
た
の
だ
っ
た

G

既
に
述
べ
た
よ
う
に
武
則
天
と
華
巌
宗
第
三
祖
法
蔵
賢
主
と
の
深
厚
な
関
係
の
あ
る
こ
と
を
看
取
す
れ
ば
、
こ
れ

ら
の
渚
尊
を
華
巌
教
主
昆
慮
遮
那
仏
と
す
る
造
像
例
と
し
、
略
同
時
期
の
洛
陽
龍
門
石
窟
東
山
、
香
山
寺
(
今
播
鼓
潟
北
、
中
、
南

三
濁
を
中
心
と
す
る
)
に
地
婆
詔
羅
の
追
福
の
た
め
に
賓
冠
、
理
洛
、
賓
冠
降
魔
触
地
印
如
来
坐
像
を
造
立
し
た
の
も
、
法
蔵
の

「
入
十
華
巌
」
の
教
主
毘
慮
遮
那
仏
と
考
え
る
の
が
、
最
も
当
を
得
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
密
教
像
と
し
て
の
賓
冠
昆
慮
遮
那



仏
と
す
る
時
、
降
魔
触
地
印
相
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
い
に
朴
氏
は
次
の
様
に
云
わ
れ
る
。

「
中
国
に
お
い
て
は
降
魔
触
地
印
の
図
橡
を
釈
迦
の
ほ
か
に
阿
弥
陀
や
毘
麗
遮
那
に
も
使
っ
て
い
た
こ
と
は
甘
甫
省
永
靖
煩
霊
寺

石
窟
第
五
十
三
・
五
十
四
盆
の
石
造
阿
弥
陀
仏
坐
像
(
六
八
一
年
、
図
問
)
や
西
川
省
広
元
千
仏
崖
菩
提
瑞
像
窟
の
本
尊
〔
注
、
弘
、

菩
提
璃
復
窟
の
本
尊
は
、
宝
冠
如
来
形
石
造
仏
坐
像
で
あ
り
、
右
手
の
降
魔
触
地
印
や
台
座
前
面
の
地
天
の
表
現
な
ど
か
ら
イ
ン
ド
伝
来
の
成
道
の

場
面
を
表
現
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
九
二
四
年
に
書
か
れ
た
禎
修
銘
文
に
は
、
こ
の
橡
を
「
毘
慮
遮
那
仏
」
と
し
て
い
る
。
〕
(
七
一

O

年
頃
、
図
腿
)
な
ど
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
去
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
て
、
降
魔
触
地
印
図
像
は
中
国
に
入
り
、
時
代
の

(
手
印
を
含
む
)
新
図
像
と

L
て
釈
迦
の
み
な
ら
ず
、
様
々
の
種
類
の
仏
坐
像
の
手
印
と
し
て
変
容
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ

れ
る
。
」
(
前
掲
書
、
一
九
二
頁
)
と
。

元
来
釈
迦
の
降
魔
成
道
変
相
図
に
降
魔
触
地
印
が
造
形
表
現
さ
れ
て
き
た
も
の
が
、
彼
の
嬬
霊
寺
石
窟
の
第
五
十
三
窟
や
第
五
十

四
窟
に
み
る
降
魔
触
地
印
を
も
っ
如
来
坐
像
を
、
銘
文
に
は
阿
弥
陀
像
と
云
っ
て
い
る
。
「
中
園
石
窟
、
煩
霊
寺
石
窟
」
(
甘
育
省
文

物
工
作
隊
、
煩
霊
寺
文
物
保
管
所
編
・
一
九
八
六
年
六
月
、
平
凡
社
刊
)
図
版
解
説
回
第
臼
禽
仏
三
尊
像
国
・
第
日
雀
仏
三
尊
像
に

よ
る
と
「
主
尊
は
い
ず
れ
も
結
蹴
扶
坐
し
て
宣
字
形
の
台
座
に
坐
し
、
脇
持
の
二
菩
薩
も
形
式
は
同
様
で
あ
る
。
第
日
雀
の
下
に
あ

る
題
記
に
は
か
大
唐
永
隆
二
年

(
A
・
D
-
六
人
ニ
/
閏
七
月
八
日
巡
/
察
使
判
官
岐
州
/
郡
懸
丞
軽
車
都
/
尉
屋
純
謹
篤
亡
/

考
亡
批
敬
造
阿
/
靖
陀
悌
一
一
難
弁
/
二
菩
薩
u

と
あ
る
。
第
日
禽
の
題
記
に
は
か
大
唐
永
隆
二
年
/
閏
七
月
八
日
躍
/
右
道
巡
察
使

行
/
殿
中
侍
御
史
王
/
玄
口
敬
造
阿
禰
陀
悌
一
一
難
井
二
菩
控
除
。
と
あ
り
、
第
臼
・
弘
禽
の
両
題
記
と
も
、
主
尊
が
阿
弥
陀
仏
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
」
(
前
掲
書
二
四
O
頁
)
と
云
っ
て
い
る
。
第
日
盆
の
阿
弥
陀
仏
は
通
肩
相
の
右
手
は
右
膝
上
に
置
か
れ
て

掌
を
上
に
示
し
て
い
る
が
、
第
口
抗
告
龍
の
阿
弥
陀
は
通
肩
相
の
右
手
は
明
ら
か
に
右
膝
頭
に
触
地
印
風
な
降
魔
印
相
を
示
し
て
い
る
。

解
説
の
筆
者
は
こ
の
印
相
に
つ
い
て
何
も
言
及
し
て
い
な
い
が
、
亡
き
両
親
の
書
提
の
た
め
と
し
て
降
魔
印
の
阿
弥
陀
仏
三
尊
を
敬

造
し
て
い
る
図
像
学
上
の
違
和
感
は
問
題
と
な
ろ
う
。
朴
氏
は
「
新
図
像
と
し
て
」
釈
迦
如
来
以
外
に
阿
弥
陀
や
昆
慮
遮
那
に
用
い

賓
慶
寺
石
傍
禽
像
再
考
(
杉
山
)

四
九



賓
慶
寺
石
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龍
像
再
考
(
杉
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五

(

)

ら
れ
た
と
説
明
し
た
が
、
誇
棄
鍍
地
印
が
悪
霊
病
魔
退
散
折
伏
の
印
栢
と
し
て
多
宿
泊
さ
れ
た
と
考
え
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
賓
慶
寺

禽
橡
の
菩
提
樹
下
、
官
一
字
台
産
に
結
説
訣
坐
す
る
釈
通
知
来
の
誇
魔
触
地
印
相
は
、
そ
れ
こ
そ
イ
ン
ド
以
来
釈
迦
伝
の
一
つ
の
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
造
形
表
現
さ
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
降
魔
変
相
の
主
尊
と
す
る
に
何
の
抵
抗
も
な
い
。
唯
一
備
担
右
一
肩
の

イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ

右
腕
に
釈
迦
成
道
弘
前
の
王
侯
貴
族
の
象
徴
の
一
つ
装
身
具
の
擁
釧
を
前
け
て
い
る
こ
と
に
、
図
復
学
の
点
か
ら
問
題
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。
同
じ
盆
後
に
賓
冠
、
理
洛
、
腕
銅
を
自
一
(
矯
し
た
隆
魔
蝕
地
印
相
の
如
来
坐
後
の
存
在
か
ら
、
そ
の
過
渡
現
象
と
し
て

腕
釧
の
み
で
賓
冠
仏
を
暗
示
し
た
の
だ
と
も
、
解
釈
し
よ
う
と
す
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
四
川

省
広
元
千
仏
墨
菩
提
瑞
像
窟
の
本
尊
は
、
す
で
に
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
龍
門
石
窟
東
山
播
鼓
洞
南
調
の
賓
冠
、
理
洛
、
腕
鋭
具
舗

の
蜂
嘉
触
地
印
如
来
坐
像
と
同
一
一
凶
橡
学
よ
り
す
る
造
像
系
譜
で
繋
が
っ
て
い
る
。
朴
氏
の
詮
誌
に
よ
る
と
、
五
代
末
の
惨
補
銘
文

に
こ
の
像
を
「
毘
麗
遮
那
仏
」
と
し
て
い
る
由
で
、
す
く
な
く
と
も
唐
末
か
ら
五
代
に
か
け
て
、
こ
れ
ら
の
賓
冠
降
麓
印
相
の
如
来

を
毘
麗
遮
那
仏
と
し
て
い
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
。
法
蔵
の
「
入
十
華
最
』
の
本
尊
昆
慮
遮
那
仏
の
図
像
学
上
の
具
体
的
な
姿
は
、

今
の
と
こ
ろ
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
逆
に
四
川
省
広
元
千
仏
山
屋
、
そ
し
て
龍
門
東
山
の
播
鼓
台
南
洞
、
ま
た
賓
慶
寺
七
賓
壊

台
禽
像
が
、
略
高
宗
末
年
か
ら
武
則
天
紀
の
頃
に
、
地
婆
一
一
部
羅
、
法
議
ら
の
唱
導
す
る
華
巌
宗
本
尊
た
る
最
も
新
し
い
見
麗
遮
那
仏

と
し
て
登
場
、
造
形
せ
ら
れ
た
諸
尊
と
考
え
て
み
た
い
。

む

す

び

今
回
故
鎌
田
茂
雄
氏
の
追
樟
記
念
号
に
一
文
を
寄
せ
る
に
当
っ
て
、
旧
稿
の
補
一
訂
と
し
て
、
武
期
天
の
造
替
に
な
る
長
安
売
宅
坊

光
宅
寺
七
賓
棲
台
を
飾
っ
た
一
群
の
禽
橡
に
、
武
則
天
と
可
成
り
密
接
な
関
係
の
あ
っ
た
華
巌
宗
第
三
担
法
歳
賢
主
の
姿
を
投
影
し

て
み
る
こ
と
を
試
み
て
み
た
。
わ
た
く
し
は
義
浄
、
玄
雰
ら
入
竺
求
法
僧
ら
の
武
則
天
紀
で
の
訳
経
の
み
な
ら
ず
、
造
寺
造
仏
活
動

の
あ
っ
た
点
か
ら
、
あ
の
七
賓
棲
台
の
禽
像
の
解
釈
に
重
点
を
置
き
過
ぎ
て
、
華
巌
宗
智
撮
、
法
蔵
ら
の
宗
教
活
動
の
投
影
を
無
視



し
て
了
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
翻
経
事
蹟
は
多
少
知
っ
て
い
て
も
、
造
寺
造
仏
へ
の
貢
献
を
武
期
天
の
政
策
に
照
ら
し
て
考
察
す
る
こ

と
を
怠
っ
て
い
た
と
云
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
賓
慶
寺
舎
龍
仏
が
長
安
の
橿
要
な
位
置
に
武
別
天
に
よ
っ
て
造
営
せ
ら
れ
た
七
賓
棲
台

の
禽
像
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
出
稿
の
光
宅
寺
七
費
棲
台
考
で
略
構
造
規
模
、
ム
轟
像
の
配
置
に
つ
い
て
管
見
資
料
を
駆
使
し
て
、
復
原

を
試
み
た
し
、
わ
た
く
し
は
近
い
務
来
こ
れ
ら
を
基
に
建
築
史
家
の
手
を
煩
わ
し
て
、
函
化
作
図
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

中
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
酉
都
長
安
、
神
都
洛
陽
と
く
に
摂
関
龍
門
石
窟
で
の
奉
先
寺
慮
舎
那
大
傍
を
中
心
に
西
側
へ
の
造
寺
造

錦
事
業
が
進
み
、
式
別
天
治
世
に
東
山
香
山
寺
へ
と
関
撃
造
傍
が
進
ん
だ
こ
と
、
擢
鼓
台
北
・
中
・
南
三
混
の
賓
冠
、
理
洛
、
腕
鋭

を
も
ち
宣
学
ム
口
座
に
結
醜
扶
坐
し
て
降
魔
触
地
印
桔
を
も
っ
三
鉢
も
の
如
来
像
を
、

E
蕗
す
る
機
会
が
倶
然
、
な
が
ら
あ
っ
た
こ
と
も

幸
い
し
て
、
武
別
天
紀
前
後
の
同
一
の
図
像
の
出
現
と
そ
の
系
譜
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
c

そ
し
て
華
巌
宗
第
三
祖
法
蔵
と
武
期
天

と
の
交
渉
関
所
持
を
論
及
さ
れ
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
著
作
「
中
圏
華
巌
患
想
史
の
研
究
」
(
一
九
七
八
年
十
月
復
刊
、
東
京
大
学
出
張
会

刊
)
第
一
部
華
巌
思
想
の
形
成
と
展
開
、
第
三
章
武
毘
王
朝
に
お
け
る
華
厳
巌
思
想
の
形
成
、
か
ら
多
く
の
示
唆
を
蒙
っ
た
。

同
時
に
藤
善
真
澄
氏
の
三
華
巌
経
伝
記
」
の
彼
方
l
法
蔵
と
太
原
寺
i
」
(
鎌
田
茂
雄
博
士
古
詩
記
念
会
編
「
華
最
学
論
集
」
一
九

九
七
年
十
一
月
大
蔵
出
版
利
所
牧
)
の
論
文
か
ら
も
多
く
の
教
示
を
得
た
。
そ
し
て
法
蔵
の
「
華
巌
経
惇
記
」
を
改
め
て
大
正
蔵
を

通
じ
て
噌
読
す
る
に
及
び
、
地
婆
語
羅
E
照
の
遺
骨
を
葬
る
の
に
七
禽
仏
窟
を
龍
門
石
室
東
出
・
香
出
寺
造
立
に
到
っ
た
経
緯
を
悉
っ

た
c

今
B
の
東
山
撞
鼓
台
潟
三
窟
を
中
、
心
と
す
る
地
域
で
あ
る
。
地
婆
詔
羅
の
出
生
は
イ
ン
ド
で
あ
り
、
ナ
l
ラ
ン
ダ
大
学
に
学
び

恐
ら
く
密
教
の
洗
礼
を
受
け
て
い
た
筈
で
、
援
の
入
唐
来
襲
の
経
路
は
文
献
に
徴
す
る
限
り
不
明
で
あ
る
が
、
略
同
時
伎
の
求
法
信

義
浄
の
足
跡
が
高
海
経
由
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
定
し
て
、
恐
ら
く
べ
ン
ガ
ル
湾
、
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
越
え
て
ラ
オ
ス
活
か
ら
雲
薦
、

酉
別
を
追
っ
て
長
安
、
洛
湯
に
到
っ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
加
え
て
鎌
田
茂
雄
氏
が
晩
年
額
り
と
西
川
省
か
ら
雲
南
の
秘
境

の
古
科
に
注
目
さ
れ
て
、
踏
査
報
告
を
洩
ら
し
て
麗
ら
れ
た
。
本
学
紀
要
第
4
号
所
攻
の
「
麿
末
宋
拐
の
華
巌
と
密
教
l
安
岳
石
窟

を
手
が
か
ち
と
し
て
l
」
は
華
巌
宗
の
伝
播
路
と
密
教
の
伝
播
路
と
し
て
、
南
海
を
経
由
し
て
ラ
オ
ス
・
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
上
陸
し
、

賓
慶
寺
石
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雲
南
か
ら
西
川
を
述
っ
た
と
す
る
想
定
の
元
で
の
、
そ
の
空
谷
の
建
立
ヨ
の
探
求
に
あ
っ
た
の
で
は
会
か
っ
た
か
と
患
う
。
そ
の
結
語

に
次
の
様
に
云
わ
れ
た
。

「
甫
方
に
お
い
て
も
密
教
と
華
巌
と
の
融
合
が
見
ら
れ
る
c

そ
れ
は
主
と
し
て
仏
教
文
物
、
す
な
わ
ち
造
像
の
富
に
お
い
て
顕
著

で
あ
っ
た
。
例
え
ば
安
岳
石
窟
の
柳
本
尊
十
煉
匿
や
、
大
是
石
震
の
柳
本
尊
修
行
道
場
〔
注
、
九
、
拙
稿
「
宝
頭
出
石
窟
に
お
け
る
父
母

窓
重
軽
変
桔
密
を
め
ぐ
っ
て
」
(
。
冨
捺
仏
教
学
大
学
説
大
学
紀
要
か
第
二
号
平
成
十
一
年
三
月
)
)
に
晃
ら
れ
る
柳
本
尊
こ
そ
西
川
の
議
侮
密

教
の
開
祖
で
あ
る
。
ま
た
、
大
足
石
窟
の
柳
本
尊
修
行
道
場
を
造
っ
た
越
知
愚
も
西
川
の
議
侮
蜜
教
の
法
灯
を
継
承
し
た
も
の
で
あ

る
。
安
岳
と
大
足
の
造
像
こ
そ
、
西
川
に
お
け
る
華
巌
と
密
教
の
融
合
の
反
映
で
あ
る
と
い
え
る
。
安
岳
や
大
足
石
窟
に
見
え
る
華

最
三
重
像
、
円
覚
十
二
菩
薩
張
、
孔
雀
明
王
像
、
千
手
観
音
な
ど
の
変
化
観
音
綾
な
ど
の
諾
復
を
こ
の
呂
で
見
た
な
ら
ば
、
何
人
も

こ
の
事
実
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
中
略
)
仏
教
患
想
史
を
研
究
す
る
に
は
文
献
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
る
。

必
ず
可
能
な
譲
り
仏
教
文
物
に
関
す
る
清
報
を
頭
に
お
い
て
患
想
史
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
霜
惑
す
る
次
第
で
あ
る
。
」

と。

ブ
ォ
ル
メ
ン
・
シ
ユ
プ
ラ
ァ
へ

わ
た
く
し
た
ち
仏
教
美
術
史
研
究
者
に
と
っ
て
実
捺
に
作
品
に
接
し
て
「
造
形
の
言
葉
」
を
諦
轄
す
る
こ
と
が
、
先
ず
要
求
せ

ら
れ
る
。
そ
し
て
視
覚
の
み
な
ら
ず
触
覚
、
時
に
臭
覚
や
ら
聴
覚
を
も
使
駆
し
て
、
そ
の
造
形
の
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
麓
き
と
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
宛
と
し
て
観
堂
音
菩
藍
の
郊
く
に
で
あ
る
。
思
想
史
研
究
者
と
し
て
の
鎌
田
氏
が
、
そ
の
経
筆
と
も
い
え
る
論
考

の
結
語
に
洩
さ
れ
た
こ
の
言
葉
に
対
す
る
、
わ
た
く
し
な
り
の
返
答
会
釈
と
し
て
拙
き
論
考
を
氏
の
御
霊
の
前
に
葬
呈
し
た
い
。掌

)

平
成
十
四
年
義
次
壬
午
正
月
下
涜

(合

調
筆



Summary 

The Stone Sculptures of Pao-ch'ing Temple: Revisited 
-The豆oleof Fa-tsang法戴， Third Pa triarch of 

Hua-yen Buddhism華最宗一

Jir6 SUGIYAMA 

The stone scu1ptures of the seven-storied pagoda Ch'i-pao 1ou-t'ai七

賓楼台 areusually divided into three categories of Buddhist iconography， 

i.e.， S忌kyamuniBuddha is often represented with his right hand touching 
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the ground as witness for his defeat of Mara at the time of his awak-

ening. All Sakyamuni sculptures at Ch'i-pao lou-t'ai wear right hand 

arm1ets， and two of its images a1so have crowns and necklaces. My ex 

amination of all details of Buddhist iconography has led me to believe 

th抗 theseimages actually do not represent Sakyamuni but Vairocana. 

During the reign of Empress Wu則天武后， the Hua-yen schoo1 evolved 

by Fa-tsang encouraged the worship of Vairocana Buddha. The images 

representing Vairocana， combined with Tantric elements， point at the 

possibility of Fa-tsang's being directly involved in the creation of these 

Professor 
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sculptures at Ch'i-pao lou-t'ai. 
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